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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群における女性例の頻度は低く，欧

米では全体に占める割合は15％から24％1）～3）と報告

されており，本邦においても頻度は低いと考えられ

ている．さらに，女性例の特徴について検討した報

告はいまだ少ない．今回，当院にて経験した家族歴

を有するBrugada症候群の女性例について報告する．

Ⅱ．症　　　例

症例は42歳の女性．特記すべき既往歴はなく，失

神歴やめまい症状の出現もなかった．父親は48歳時

に初回の失神発作から1週間後の昼食前後に再び失

神，同日の夕食時に心肺停止となって死亡していた

（生前の心電図所見は不詳）．長女はWPW症候群，

明らかな家族歴を有した無症候性Brugada症候群の
女性例
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症例は42歳，女性．健康診断で心電図異常を指摘され当院を受診した．12誘導

心電図で不完全右脚ブロック，V1，V2誘導でcoved型，V3誘導でsaddle-back型の

ST上昇を認めたためBrugada症候群の疑いで精査入院となった．失神等の自覚症状

はなかった．父親が48歳時に昼食前後に2度失神，同日の夕食時に心肺停止となり

死亡していた．長女はWPW症候群，妹も心室性期外収縮の頻発を指摘されていた．

加算平均心電図は陽性であり，トレッドミル検査では最大負荷でJ点の減高を認めた．

ピルジカイニド負荷試験ではV2誘導でSTが最大4 mmの増高を示し，coved型か

ら単相型（Box like）へ変化し，QT時間短縮を認めた．またV3誘導もcoved型へ変化

した．75 g経口ブドウ糖負荷試験中の心電図ではV2誘導のJ点が約1 mm上昇した．

心臓電気生理検査で心室細動が誘発されたため，植込み型除細動器植込み術を施行

した．
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妹は心室性期外収縮の頻発を指摘されていた．

41歳時の健康診断で初めて心電図異常を指摘され

たが放置していた．翌年の健診でも同様の指摘を受

けたため当院を受診し，心電図上V1，V2誘導で

coved型ST上昇を認めたためBrugada症候群の疑

いで精査入院となった．身体所見に異常はなく，血

液検査も正常であった．安静時12誘導心電図は心拍

数70回/分の正常洞調律，不完全右脚ブロック，V1，

V2誘導でcoved型，V3誘導でsaddle-back型ST上昇

を認めた（図1）．加算平均心電図は陽性（filtered

QRS：120 msec，RMS40：8μV，LAS40：48 msec）

であった．心臓超音波検査およびホルター心電図で

は明らかな異常は認めなかった．トレッドミル検査

では最大負荷時にJ点の減高を認めた．また異なる

日付のほぼ同時刻に記録された心電図ではJ点の高

さ，およびST形状の変化が認められた（図2）．さら

に，食事および時間帯に関連した心電図変化では食

後にJ点の増高傾向，深夜0時，3時にはJ点の減高

を認めた．これらのことから，本症例は心電図所見
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図1 安静時12誘導心電図

図2 日差変動を呈した胸部誘導心電図
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の日差，日内変動を有することが明らかであった

（図3）．ピルジカイニド負荷試験（1 mg/kg静注）で

は負荷後10分でV2誘導のSTが最大4mm増高し，

coved型から単相型（Box like）に変化した．これに

伴いV2誘導のQT時間は520 msecから300 msecへ

と短縮した．さらに，V3誘導もcoved型へと変化し

た（図4，図5）．また，75 g経口ブドウ糖負荷試験

（75 gOGTT）4）ではV2誘導のJ点が1mm上昇した．

心臓電気生理検査（EPS）では右室心尖部からの2発

早期刺激で容易に心室細動が誘発された．以上より

本症例は家族歴を認める無症候性Brugada症候群で

あると診断し，植込み型除細動器（ICD）植込み術を

行った．術後10ヵ月間が経過しているが，心室頻

拍・細動は認めていない．

Ⅲ．考　　　察

本症例はタイプ1型Brugada様心電図（V2誘導で

coved型ST上昇）を認め，無症候性ではあるが突然

死の家族歴を有し，EPSで心室細動が容易に誘発さ

れたことからBrugada 症候群と診断した 5），6）．

Brugada症候群が男性に多いことはBrugadaらによ

る1992年の最初の報告から指摘されていた7）．その

機序として性ホルモンの関与や，心筋チャネルの局

在性，チャネルの構造に性差が存在することなどが

推測されている．YanらはBrugada症候群における

右側胸部誘導のST上昇は右室流出路の心内膜側と

心外膜側の電位不均衡（心筋活動電位第1相の形成に

関与する一過性外向き電流（Ito）や内向き電流Na＋な

どの不均衡）による電位較差により生じると説明し

ている8）．また，イヌの右室の心外膜側心筋の第1
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図3 日内変動を呈した右側胸部誘導心電図
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図4 ピルジカイニド負荷による胸部誘導心電図の変化

図5 ピルジカイニド負荷前後の心電図V1V2誘導
OTd＝QT dispersion



相活動電位/第2相活動電位が雌に比べて雄では低

く，Itoの局在が雌に比べて雄の右室心外膜側に多い

ことを報告している9）．これらのことから，同程度

のチャネル異常の存在下では女性はBrugada型心電

図を呈しにくいと考えられる．本症例は女性である

にも関わらず典型的なcoved型ST上昇を認めてお

り，右室流出路の心外膜側と心内膜側の間に著明な

活動電位較差が生じることが推察された（図 6

Baseline）．さらに，Na＋チャネル遮断薬（ピルジカ

イニド）投与下のV1-V2におけるQT dispersionは

80msecから140msecへと明らかに増大しており，再

分極過程におけるepicardial dispersionが著しく増加

していると考えられた（図5）．また，ピルジカイニ

ド負荷でV2誘導は単相型（Box like）に変化している

ことから，transmural dispersionの増大も著明であ

ることが推測された（図6 10分後）．以上のように，

本症例は女性例であるにも関わらず著明なST-T変

化を認めることから遺伝子レベルの強い変異の存在

が疑われた．ICD植込み術後であるが，今後の心事

故発生に注意が必要と考えられた．
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図6 ピルジカイニド負荷前後のST-T変化の細胞電気生理的機序
End＝Endocardial action potential

Epi＝Epicardial action potential
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